
水道水中における放射性物質のモニタリング結果
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■採水場所：小滝平浄水場　■水源：大船水源（表流水） ■採水場所：小山浄水場	 ■水源：木戸川（ダム放流水）

採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137 採水年月日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

2016/ 5/ 1

～

2016/ 5/31

不検出 不検出 不検出

2016/ 5/ 1

～

2016/ 5/31

不検出 不検出 不検出

※�いずれの検体も、５月31日時点で放射性物質は不検出です。
※�「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値
（1.0Bq/kg）未満であることを示しています。
※�現在、広野町内の生活用水は小滝平浄水場のみからの給水と
なっています。

測定機関：双葉地方水道企業団			 
分析装置：ゲルマニウム半導体検出器			 
検査頻度：毎日			 
測定方法：緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法
　　　　　(放射能測定マニュアル(文部科学省))	

《参考》検査日現在の目標値 (単位:Bq/kg)

ヨウ素131 セシウム134 セシウム137 ※�これまで暫定規制値が設定されていた放射性

ヨウ素については、 半減期が短く、 国に平成

23年７月15日以降の検出報告がないことか

ら、 規制の対象から除外されました。 

食品衛生法の規定に基づく
新たな基準による目標値

－ 10

平成28年度　水 道 修 理 当 番 表

【緊急時連絡先】　双葉地方水道企業団　電話：０２４０－２５－５３１５

年月
業者名 平成28年７月 平成28年８月

北 陽 管 工 ㈲　　0240-27-3419 ４日～10日・25日～31日 14日・15日・18日～21日

㈲山忠設備工業　　0246-21-1022 １日～３日・18日～24日 ８日～13日・29日～31日

㈲吉田鉄工所　　0240-27-3241 11日～17日
１日～７日・16日・17日�
22日～28日

〒979-0515　福島県双葉郡葉町大字上小塙字小山6-2
0240-25-5315（代表）　0240-25-5385
E-mail：soumu@f-mizu.jp

問い合わせ 双葉地方水道企業団

図書室だより
『羊と鋼の森』 宮下　奈都：著 （一般図書） 『りんご畑の12か月』 松本　猛：文・絵 （児童図書）

広野町図書室　新 着 本 の ご 案 内

■お問い合わせ先　広野町図書室　☎0240-27-3211　e-mail：hirono-library@abelia.ocn.ne.jp

■ 平成28年５月入庫分

タイトル 著　者 出版者

人の２倍ほめる本 渋谷　昌三著 新講社

頭のうちどころが悪かった
熊の話

安東　みきえ著 新潮社

羊と鋼の森 宮下　奈都著 文藝春秋

五色の虹 三浦　英之著 集英社

家康、江戸を建てる 門井　慶喜著 祥伝社

神社の解剖図鑑 米澤　貴紀著 エクスナレッジ

海の見える理髪店 荻原　浩著 集英社

進化しすぎた脳 池谷　裕二著 講談社

スーツケースの半分は 近藤　史恵著 祥伝社

親と子の心のパイプは、
うまく流れていますか？

明橋　大二著 １万年堂出版

母さんごめん、もう無理だ 朝日新聞社会部著 幻冬舎

新しい道徳 北野　武著 幻冬舎

夫もやせるおかず作りおき 柳澤　英子著 小学館

幹事のアッコちゃん 柚木　麻子著 双葉社

幸せになる勇気 岸見　一郎著 ダイヤモンド社

片づけの解剖図鑑 鈴木　信弘著 エクスナレッジ

また、同じ夢を見ていた 住野　よる著 双葉社

タイトル 著　者 出版者

君と会えたから… 喜多川　泰著
ディスカヴァー・
トゥエン

教場 長岡　弘樹著 小学館

県庁そろそろクビですか？ 円城寺　雄介著 小学館

明日は心でできている 小山　薫堂著 ＰＨＰ研究所

隠し事 羽田　圭介著 河出書房新社

サッカーデイズ 杉江　由次著 小学館

主婦と演芸 清水　ミチコ著 幻冬舎

おいぼれミック バリ・ライ著 あすなろ書房

おしりたんてい トロルさく・え ポプラ社

ちびくろ・さんぼ
ヘレン・
バンナーマン文

瑞雲舎

グレッグのダメ日記 ジェフ・キニー作 ポプラ社

りんご畑の12か月 松本　猛文 講談社

えさがしずかん　なないろ
マカロンとさがそう！

フジイ　
カクホ作　絵

教育画劇

おやすみ、ロジャー
カール＝ヨハン・
エリーン著

飛鳥新社

10分で読めるお話 岡　信子選 学研教育出版

※�図書室では、利用者から本のリクエストを受け付けております。

　�また、ご家庭で不要となった本をリサイクル図書等として活用しております。

　詳しくはスタッフまでお尋ねください。

図書室の開室時間について ７月の休室日のご案内

開室時間は
８時30分から17時15分となります。

５日(火)・12日(火)
19日(火)・26日(火)

　許されている。世界と調和してい

る。それらがどんなに素晴らしいこ

とか…。自分の言葉で言い表せない

のならば、音で表現できるようにな

ればいい。才能の有無に関係なく、

人は生きていく。才能にだけ振り回

されるのはもうたくさんだ！

　本書では、ピアノの旋律に魅せら

れた一人の青年が、旋律師として、

成長する姿を温かく綴って、祝福に

満ちた作品です。

※第13回本屋大賞　受賞作品

　春にりんごを増やすために接ぎ
木をします。それから、霜の降り
る程の寒い日も、夏の暑い日も台
風の日も、りんごの世話をして、
秋になるとりんごの収穫の季節と
なります。
　本書では、りんご農家の１年間
を、安曇野の自然豊かな環境の中
で、見せていく絵本です。また、
栽培が難しいと言われるりんごの
低農薬農法に取り組む農家によっ
て、手間が掛っても、食の安全・
食育・環境教育にも最適な内容と
なっています。

　広野町は、ふる里復興・再生および町民の「幸せな帰町」に向

けた取り組みを進めていますが、東日本大震災からの復興の取り

組みを後世に伝えるため、震災６年目となる平成28年３月31日に

震災記録誌「福島県広野町東日本大震災の記録Ⅱ」を発行しました。

　広野町東日本大震災の記録編集委員会（委員長・鈴木正範さん）

の編集によるもので、編集委員は町民からの公募委員４人と学識

経験者２人で、平成27年11月から５ヶ月にわたり編集に携わりま

した。

　記録誌の構成は、Ａ４判、オールカラー、124ページで5000部を作製し、６月10日に郵送で町民に全戸配布しました。

　対象は東日本大震災が発生した平成26年４月から平成28年３月までの２年間で、①写真で見る復興、②グラフで見る復興、

③復興への歩み、④私たちが見た復興、⑤広野町の復興状況、⑥資料で見る復興の６章構成です。③の復興への歩みは、２年

間の歩みを時系列で列記、⑥の資料で見る復興は、広野町が締結した主な協定、町民の町外居住先、全国からの人的支援のデー

タを掲載しています。

福島県広野町
東日本大震災の記録Ⅱを
発行しました

完成報告に訪れた鈴木委員長（写真左）と町長


